
市営墓地の状況について

１．市営墓地の検討経過

２．県内１９市の設置状況

＜参考＞

・墓地の形態

墓地形態 設置市 未設置市

一般墓地（一般区画） １７市 東御市、飯山市

合葬式墓地

（個別埋蔵式、共同埋蔵式）

長野市、松本市、小諸市、佐久

市、須坂市、茅野市、岡谷市、

塩尻市、諏訪市、大町市、伊那

市、飯田市、安曇野市、中野市

（14市）

上田市、千曲市、駒ヶ根市、

東御市、飯山市

（5市）

樹木葬 松本市（H29設置) １８市

・一般墓地（一般区画） ・合葬式墓地

個別埋蔵式（納骨堂）

共同埋蔵式（合祀墓）

・樹木葬

年月 動き 内容

H10.7 町営墓地建設研究委員会 （～H11.1月 ３回開催）候補地の検討等

H11.2 町営墓地アンケート調査 （回収率５７％）町営墓地利用しない５８％

H12.12 東部町議会第２回定例会 候補地を絞って検討したが、墓地事情・需要の見

通し等、慎重な対応が必要との判断。

H17.10 市営墓地関係課長会議 各市公営墓地設置状況調査・報告

H18.7 庁議 候補地等の検討

H18.11 実施計画査定 必要性、場所、民間活力を含め再検討

最も伝統的なス

タイルで、割り振

られた区画に墓石

を建て納骨する。

シンボルツリー

と呼ばれる墓標と

なる樹木の周辺に

つくられた区画に、

故人の遺骨を安置

するスタイル。日本

では 1999年、岩手
県の寺院が始まり。

建物内に区画を区

切って、故人の遺骨の

入った骨壺を納める。

埋蔵期間を決めて、過

ぎたら合祀墓に合祀

するタイプも多い。

遺骨を骨壺から取り出して、複数人の故人

の遺骨を一緒に納骨するタイプ。永代供養と

なるため、一度納骨されると特定の故人の遺

骨だけ取り出すことが不可能になる。

（写真）

松本市営 中山霊園

（写真）

須坂市営 松川霊園












